
 

 

 

※    が訂正箇所になります。 
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 訂
正
前 

問 64 設問１ 

イソプロピルウノプロストンはプロスタグランジン F2α製剤であり、プロスタグランジン受容体を介して、

ぶどう膜強膜流出路からの眼房水流出を促進し眼圧を低下させるため、緑内障や高眼圧症の治療に用いられ

るが、慢性副鼻腔炎の治療には用いられない。 

訂
正
後 

問 64 設問１ 

イソプロピルウノプロストンはプロスタグランジン F2α製剤であり、線維柱帯細胞において、BK チャネル

（大コンダクタンスカルシウム依存性カリウムチャネル）活性化を介して、線維柱帯流出路およびぶどう膜

強膜流出路からの眼房水流出を促進し眼圧を低下させるため、緑内障や高眼圧症の治療に用いられるが、慢

性副鼻腔炎の治療には用いられない。 
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